
 
資料１ 

居宅生活支援部会 ワーキンググループ 進捗等報告書 

 

開催日時 ６月２７日（木）、７月１６日（火）  

※１６日は地域移行定着部会の部会長を交えて、コアメンバーで実施 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名 地域理解促進 

メンバー 宮永氏（福井市障害者相談員）・出店氏（福井地区精神保健福祉家族会「あすわ

会」）・山越氏（福井市身体障害者福祉連合会）・丸山氏（福井市民生児童委員

協議会連合会）・長谷川氏（福井市社会福祉協議会）・竹澤氏（福井県社会福祉

士会）・北山氏（YOLO・FUKUI） 

内容 

 

会議の内容及び状況 

１回目（６月２７日） 

・昨年度、北部と東部民協に対して研修会を行った。感触がよかったため、今後も

民協を中心に引き続き地域理解促進のための研修を行う。 

・研修先については、民協から広げていく。 

・昨年度北山氏が作成した研修資料に、研修依頼先のニーズに合わせ、自身の持

ち味を加えながら修正していく。（８０５０問題、成功事例、ケース紹介等） 

 

２回目（７月１６日） 地域移行定着部会の山﨑部会長を交えて会議 

・地域移行定着部会では、民生児童委員向けの研修の他にも、病院や施設を対象

とした研修を行う予定。今年度は、南部・北部・成和民協を予定。（開催日や詳細

は決まっていない） 

・今後は、地域移行定着・居宅生活支援部会共同して行っていく。 

・民生児童委員だけではなく、福祉委員も対象にできると良い。 

・内容としては、障がいの有無にかかわらず一緒に生活していく「共生社会」につ

なげられると良い。説明だけではなく、説明後にグループワークの時間などを設

けられると良い。 

 

次回部会までの予定 

・研修会の依頼があって開催が決定すれば準備等を行う。依頼があれば随時地域

移行定着部会の担当者にも連絡し、棲み分けを行う。 

・各民協の会長や担当者に連絡し、研修の周知を行う。連絡先は繋がりのある委

託を経由して行う。 

 


